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会社の持続的成長の源泉は「人財」

日本新薬の経営方針の1つに、「一人ひとりが成長する」という、社員に関する項目があります。

多様な社員の成長によって会社が発展していくと考えているからです。

「よい人財」の定義は、日々変化する事業環境の中で変わり続けます。

その中でも将来にわたって成長し続け、「ありたい姿」を実現していくためには、

「選ばれる会社、選ばれる社員」であること、そのためにも変化を恐れないことが重要です。

「わたしたちが考えていること」「わたしたちの目指す方向」を

社員の皆さんに感じてほしいと考えています。

少数精鋭の個性派集団を目指して



3.「選ばれる会社、選ばれる社員」の人財戦略と「4つの実現」

2

CHAPTER 1

人的資本経営の考え方

1.日本新薬における人的資本経営の全体像

2.人財関連部門が果たす役割

6. NS Mindとは？

6

8

10

13

役割・責任・成果に応じた処遇の実現

2.多様な人財の獲得・登用・活躍支援

3.

19

21

22

主体的なキャリア形成と適所適財の実現

1.社員一人ひとりの主体的なキャリア形成支援

2.適所適財の実現に向けて

3.

24

28

29

心理的安全性の高い組織の実現

1.組織力の強化に向けた取り組み

2. 健康経営銘柄2026に選定

ウェルビーイング対話会

31

36

37

柔軟な働き方の実現

1.多様な働き方を支える取り組み

2.

39

42

CHAPTER 6

データ集 43

CONTENTS

CHAPTER 2

CHAPTER 3

CHAPTER 4

CHAPTER 5

Column

1.役割・責任・成果に応じた処遇の実現方法

Column 1

Column 2

女性活躍推進ワークショップColumn

SiMBA（社内認定MBA資格）Column

男性育休取得者インタビューColumn

16

14

4.6種の数字から紐解く日本新薬

5.日本新薬における人的資本経営の重要課題

HCR2026 Special content 18



CHAPTER 1

日本新薬は、一人ひとりが自らの力を磨き、その

力を掛け合わせることで成長してきました。だか

らこそ私は、「ここまでが自分の仕事」と線を引

いていないか、常に自分自身に、そして皆さん一

人ひとりに問いかけて欲しいと思っています。

会社全体の価値を高めるために、自分は何ができ

るのか。そこまで考えて行動できているかが、こ

れからの日本新薬の“強さ”を決定づけます。

私たちが目指しているのは単に「働きやすい会

社」ではありません。働きがいを感じ、成長し、

人生を前向きに生きられる会社です。制度や環境

の整備はこれからも進めていきますが、それだけ

でウェルビーイングは実現しません。自分は何に

やりがいを感じるのか、どんな状態で最も力を発

揮できるのかを考え、自分だけでなく周囲と共有し、支え合う行動があってこそ、真の意味で実現すると考えています。

2025年度には、こうした取り組みが評価され、「健康経営銘柄2026」に選定されました。これは、社員一人ひとりの行動が価値として認められた成

果ですが、同時にさらなる進化への新たな出発点でもあります。変化の激しい時代において、現状維持は後退です。これまでうまくいったやり方に固

執してしまうと、成長は止まります。

失敗を恐れず、失敗を含めたあらゆる事象から学び、次に活かしてください。ラーニングゾーンに踏み出し続けることが、個人の成長であり、会社の

成長につながります。自分はどんな姿でありたいのか、どんな価値を世の中に届けたいのか。その答えを描き、ぜひ行動に移してください。会社は、

その挑戦を支えます。

考え続け、挑戦し、行動し続ける。その積み重ねが、日本新薬の未来をつくります。
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